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〔Ⅰ〕 (A) : (Sixty-six years ago, there was one human-built object) in Earth’s orbit: Sputnik, the world’s first 
satellite. 
空所を含む文のコロン以下が「世界初の人工衛星であるスプートニク」となっており、続く第 2 文では
スプートニクの打ち上げが 1957 年のことであると紹介されている。時間の情報を含み、“one human-
built object” がスプートニクの言い換えになっていると考えて、7 の“Sixty-six years ago, there was one 
human-built object” を正答と判断する。 

 
(B) : (The researchers are calling) for a global treaty that would limit the amount of junk in space. 

空所直前の 2 文では、地球の周囲を回る宇宙ゴミが増えているので宇宙船にとって危険であること
が述べられている。また、空所直後が for になっていることから、“call for ~” 「～を要求する」を想起
したい。以上を踏まえて 6 を入れると、研究者たちが “a global treaty that would limit the amount of 
junk in space” 「宇宙ゴミの量を規制する国際条約」の締結を求めている、という自然な流れができる。 

 
(C) : (That could grow) to more than 60,000 by 2030. 

空所直前の文には、活動中の人工衛星が現在 9,000基あるとの報告が紹介されている。これと空所直
後の “more than 60,000 by 2030” という表現をあわせて考えると、この人工衛星の数が 2030 年まで
には 60,000 以上に増える可能性がある、という内容になると推定することができる。以上を踏まえて空
所には 3 の “That could grow” を入れるのが正しい。 

 
(D) : (Astronauts often take shelter) in an attached spacecraft to wait out a passing cloud of space debris. 
  空所に続く部分では、無数の宇宙ゴミが通過する際に付属の宇宙船で待機するという内容が続いて

いる。ここだけでは何を言っているのか理解するのか難しいので、無理に答えを決めようとせず、他の

選択肢を優先して答えを決めた上で、減らした選択肢から検討するのがよい。そうすると、8 の 
“Astronauts often take shelter” を置くことで「避難する」際の行動として意味を成すと判断することがで
きる。 

 
(E) : (It’ll burn up) in the atmosphere. 

空所の前では、やがては宇宙ゴミが全て地球に向かって落下することが述べられており、落下の結果

として大気圏中で燃焼することが予想できるので、5 の “It’ll burn up” が入る。 
 

(F) : (It has taken just decades) for us to do the same thing in space. 
空所の前では、人類が海洋を汚染するのに数世紀かかったと述べられていることから、空所を含む文

では、宇宙を汚染するのにかかった時間について述べられていることが推察できる。後にある “for us 
to do the same thing in space” は、人類が宇宙を汚染することである。<It takes 時間 for A to do ~> 
「A が～するのに…の時間がかかる」という構文を当てはめて、2 の “It has taken just decades” を選
ぶ。 

 
 
 
  



 

 

〔Ⅱ〕 (a) 「サミットに参加した首脳の声明では現在の燃料源への依存が将来のエネルギー需要を（      ）とい
うことが宣言された」 

  1. “~ dependence ~ *is not to adopt future energy needs.” 
→ 「現在の燃料源への依存が将来のエネルギー需要を採用しない」では意味をなさない。 

 
 (b) 「とても期待されていたそのスマートフォンの発売にもかかわらず、消費者はその新しい機能に

（      ）」 
  2. “~ *have shown little enthusiasm into its new features.” 

→ “show ~ enthusiasm into ~” は不自然な表現である。into の代わりに for を用いれば自然な
表現になる。 

 
 (c) 「他人から重要な人だと思われることは素敵なことだが、他人に（      ）ことも大切である」 
  1. “~ *to respect to others.” 
   → respect は他動詞なので、others の前に前置詞は不要である。 
 
 (d) 「テレビのドキュメンタリー番組のレポーターは、そのスキャンダルの原因について（      ）」 
  1. “The reporters ~ *had thoroughly investigated about the cause ~.” 

→ investigate を他動詞として用いる場合は、 <investigate ~> で「～を調査する」、自動詞として
用いる場合は、<investigate into ~> で「～を（詳細に）調査する、研究する」となるが、<investigate 
about ~> は標準的に用いる表現ではない。 

 
 (e) 「ある程度の職務経験を得た後には、将来別の職に応募することが（      ）」 
  4. “~, it *is of no trouble to apply for another job ~” 

→ 「of ＋抽象名詞（value, use, importance など）」は形容詞の意味を持つが、“of no trouble” は 
<if it is of no trouble, ~> のような慣用的な表現以外では用いられない。問題文では <it is no 
trouble to~.> のように前置詞をつけずに用いるのが適切である。 

 
 (f) 「何時（      ）を知るためにフライトスケジュールを確認していただけませんか」 
  3. “~ to see what time *is our departure” 

→ この間接疑問文では “our departure” が主語であるため、“what time our departure is” という
語順にすべきである。 

 
 (g) 「昨年休暇中に、ユミとケンタはそれぞれ長野と沖縄でスキーと釣りを（      ）」 
  2. “~, Yumi and Kenta *played skiing and fishing ~” 

→ スポーツに用いる play は主に球技について用いる動詞で、「スキーをする」「釣りをする」を 
<play skiing> <play fishing> と表現することはない。 

 
 (h) 「法律によると、我々は自分の行動に（      ）しなければならない」 
  1. “~, we must *take account for our own actions.” 

→ “take account for” という表現はない。<take account of ~> であれば「～を考慮に入れる、～に
注意する」の意味になる。 

 
  



 

 

〔Ⅲ〕 (a) trumpet [trʌḿpit] と同じものは 4. London [lʌ́ndən] 
  1. assess [əsés] 2. protect [prətékt] 3. property [prɔṕəti] 
 

(b) orchestra [ɔ́ː kistrə] と同じものは 2. forecast [fɔ́ː kæ̀st] 
  1. enterprise [éntərpràiz] 3. journalist [dʒə́ː nəlist] 4. hesitate [hézitèit] 

 
(c) microphone [máikrəfòun] と同じものは 1. silence [sáiləns] 
  2. summer [sʌ́mər] 3. visual [víʒuəl] 4. totally [tóutəli] 

 
(d) particular [pətíkjulə] と同じものは 4. activity [æktívəti] 
  1. furniture [fə́ː rnitʃər] 2. garbage [gɑ́ː bidʒ] 3. communicate [kəmjúːnikèit] 

 
〔Ⅳ〕 A. 6 5 7 2 4 3 
  (His plan) to sacrifice his time (to science) deserves admiration(.) 
  <sacrifice A to B> 「Bのために Aを犠牲にする」 
  <deserve ~> 「～に値する」 

“to sacrifice ~ to science” が “His plan” を修飾する形容詞的用法の不定詞で、ここまでが主語であ
る。value は動詞では「～を評価する」であり、「～に値する」の意味はない。 

 
B. 6 4 1 5 7 2 

(Stress) affects us (physically, but there’s no way to predict) where symptoms will show up(.) 
「影響を及ぼす」は 選択肢に affects と influence があるが、主語が三人称単数なので affects を選
ぶ。「症状がどこに現れるか」は predict の目的語として名詞節 “where symptoms will show up” をつ
くり間接疑問文とする。 

 
C. 3 1 6 5 7 4 

(If we had spent the money) on something more meaningful, (our company would) have grown much 
(larger by now.) 
「より意味のあることにそのお金を使っていたら」は <spend ~ on 名詞> の形を用いる。something は
修飾語を直後に置くので “more meaningful” がそのあとに続く。また、この文は仮定法過去完了なの
で would のあとは “have grown” が続く。さらに比較級  larger を強調するには  very ではなく 
much を用いる。 

 
D. 6 4 1 5 7 3 

(Acknowledging and accepting our limitations is) the key to finding out (who we really are rather than) 
whom we ought (to be.) 
<the key to ~>「～の（～する）鍵」の to は前置詞なので、名詞や動名詞が後続する。「我々の理想の
姿」は、「我々の真の姿」の “who we really are” に対応する形で “whom we ought to be” とする。ここ
で、who ではなく whom を用いることに違和感を抱く受験生も少なくないかもしれないが、文法的に
は問題ない。 
 



 

 

講評 

〔Ⅰ〕［長文空所補充］ （標準） 「宇宙ゴミ問題の重大性」に関する英文からの出題。空所がすべて文

頭になっているため、構造から選択肢を絞りにくくなっている。英文や

設問そのものは取り組みやすいのでしっかり文脈を押さえて解きた

い。 

〔Ⅱ〕［文法四択］ （やや難） 昨年度に続き「適していないもの」を選ぶ問題で、難易度は高い。動

詞や前置詞の語法に関する設問が多く、正解の選択肢を絞り切れな

い受験生が多かったと思われる。 

〔Ⅲ〕［発音アクセント］ （やや易） アクセントのある母音が同じものを選ぶ問題。昨年度と同じ難易度。 

〔Ⅳ〕［語句整序］ （やや易） 特に複雑な構文を問う問題もなく、ダミーとなる選択肢も容易に推察

でき、昨年より解きやすくなっていると思われる。 

 

昨年度に引き続き〔Ⅱ〕が「適していないもの」を選ぶ問題であり、受験生には難しかったであろう。全体の難易度は昨

年並み。目標は 75% 
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